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種数 2以上の閉Riemann面Σを取り, そのFuchs 群Γによる表示Σ = D/Γを固定す
る. (Dで単位円板を表す.) また, 群準同型 ρ : Γ ≃ π1(Σ) → PSL(2,R) ≃ Aut(D)を取
る. このとき, 二重円板D2上にΓが γ(z, ζ) = (γz, ρ(γ)ζ) (γ ∈ Γ)により作用する. D2

のこのΓ作用による商空間をDρで表す. 第一射影によりDρをΣ上の局所自明な正則
D束とみなす. DρをΣ上のホロノミーρの正則円板束と呼ぶ.

Γは D × CP1にも同様に作用しており, Σ上の正則 CP1束Xρ := D × CP1/Γが得
られる. 正則円板束DρはXρ内に Levi 平坦境界を持つ領域として自然に実現される.

Diederich–大沢 [5] は, ρが回転群U(1)への表現に共役でなければ Dρは1-凸であり, Dρ

上に正則関数が豊富に生息していることを示した. このことから, 正則円板束は関数論
を展開し得る Levi 平坦境界の領域の基本的な例と考えられるが, 詳しい解析は未だな
されていない. 例えば次の Sidney Frankel による問は未解決である.

問題. 正則円板束Dρが Liouville (有界正則関数は定数のみ) となるρを特徴付けよ.

本発表では, この問題に関連する次の部分的な結果について議論したい:

主結果. 上述のΣ,Γを考え, ホロノミーρとして恒等写像ρ0 = id : Γ → Γを取り, 正則
円板束D = Dρ0 ⊂ Xρ0を考える. このとき, (1) Hardy 空間A2

−1(D)は定数関数のみか
らなる. (2) 重み付き Bergman 空間A2

α(D)は重みα > −1/2のとき無限次元である.

(1) よりDは Liouville であることが分かる. なお, Hardy 空間, 重み付き Bergman

空間は, それぞれ次のノルムが有限となるD上の正則関数からなる Hilbert空間である:

∥f∥2−1 := sup
ε>0

∫
{r=−ε}

|f |2dS, ∥f∥2α :=

∫
D
|f |2|r|αdV (α > −1).

ただし, rはDの滑らかな定義関数, dV , dSはそれぞれXρ0 , レベル集合{r = −ε}上の
体積測度を表す. (ノルムの有限性は, これらの取り方に依存しない.)
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